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【目的】　オオムギやホウレンソウなど一部の植物は, 塩ストレスに応答して，グリシンベタイン(GB)などの適合溶質を合成・蓄積することにより細胞内の浸透圧を高め, 水の吸収を可能にしている．このうち, イネ科のオオムギにおけるGB合成は, サイトソルおよびペルオキシソームが協調して行うコリンからの二段階酸化反応によって行われる(Mitsuya et al., 2011). そこで本研究では，....................................
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　【目的】　植物は高濃度の塩によってその成育や収量が阻害される. 一方, 一部の植物はグリシンベタイン(GB)などの適合溶質を合成・蓄積することにより, 耐塩性を発揮することが知られている. 本研究では, 比較的塩に強いオオムギの耐塩性におけるGBの生理的役割を調べることを目的として, 通常および塩処理条件下において栽培したオオムギを用いて，二段階のコリン酸化反応を触媒する酵素，すなわちコリンモノオキシゲナーゼ (CMO) とベタインアルデヒドデヒドロゲナーゼ (BADH) タンパク質，の組織内局在性を調べた．

【材料および方法】　水耕により3週間栽培したオオムギ(品種はるな二条)を200 mM NaClを含む水耕液に移してさらに72時間栽培し，塩処理を行った．その後, 葉および根を採取し, CMOおよびBADHタンパク質についてウェスタンブロット分析を行った. さらにFAA固定した葉切片に一次抗体およびフルオレセイン結合二次抗体を処理し, 2つのタンパク質の組織内局在性を調べた. 

【結果および考察】　CMOおよびBADHタンパク質の発現量は, 塩処理によって葉で増加したが，根では増加しなかった．また，CMOタンパク質の発現量は，上位葉では塩処理によって増加したが，下位葉では減少した．この結果は, GBが上位葉により多く蓄積することと一致した (Hattori et al., 2009). CMOおよびBADHタンパク質の組織内局在性を調べたところ，塩処理の有無に関わらず，葉肉組織および維管束鞘組織において検出された. したがってオオムギでは，GBは主に若い葉における葉肉組織と維管束鞘組織を保護することによって耐塩性に関わることが示唆された．

【引用文献】　Mitsuya et al. (2011) Planta 234, 1215-1226. Hattori et al. (2009) Plant Sci. 176, 112-118. 
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図　通常（上段）および塩処理下（下段）のオオムギ葉におけるBADHタンパク質の組織内局在性.


葉緑体の自家蛍光像, BADHタンパク質の一次抗体およびフルオレセイン結合二次抗体を用いた蛍光像, および蛍光像と明視野像を合わせたものを示す. 











